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5.3 謝 赤 


1. 概要 


1.1FITOM と は 


FITOM(FM Instruments Total Operating Middleware) は 、PC の MIDI 入力 か ら MIDI メッ セー ジ を 受け 取り 、 
その 内 容 に よっ て RE:birth、SPFM 等 の FM 音源 モジ ュー ル を 制御 する モジ ュ ラ ー シ ン セフレ ー ム で す 。 


1.2 シ ステ ム 構 成 例 
FITOM を 使用 し て 音源 を 構成 する 例 を 紹介 し ます 。 
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図 1-1 構成 例 1: 外 部 MIDI 入力 を 使用 する 場合 
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図 1-2 構成 例 2: 仮 想 MIDI ケー ブル を 使用 する 場合 


FITOM で は 、4 つ まで の MIDI IN を 同時 に 接続 で きる た め 、 上 記 2 例 の 組み 合わ せ 以 外 (複数 の シー ケン サー か ら メ ッ 


セー ジ を 受信 する 等 ) に も スケ ー ラ ブル な 構成 が 可能 で す 。 


| USB I/F 


2. 使い 方 


2.1 事前 準備 


以下 の ハー ドウ ェ ア ・ ソ フト ウェ ア が 必要 で す 。 
@ パソ コン 本 体 ・OS(WindowsXp/Vista/7/8/10 いずれ も 32bit 可 ) 
@ MIDI イン ター フェ ー ス ハー ドウ ェ ア ( ス タン ドア ロン の 場合 は 不要 ) 
Windows OS に 対応 し た MIDI IN イン ター フェ ー ス / 変 換 ケ ー ブ ル 等 


@ 音源 イン ター フェ ー ス ハー ドウ ェ ア : 以下 の いずれ か 1 つ 以 上 が 接続 され て いる こと 
RE:birth( 正 式 版 ) http:/ym2203.com/rebirth/ 
SPFM FM の 塔 http://www.pyonpyon.jp/-fmtower/ 
SPFM Light FM の 台 http:/Wwww.pyonpyon.jp/-gasshi/fm/spfmlight.html 
その 他 、SCCI が 対応 する イン ター フェ ー ス 
※ 各 ハ ー ド ウェ ア の マニ ュ ア ル に 従っ て ドラ イ バ を イン スト ー ル し て 下さ い 。 
@ 音源 イン ター フェ ー ス API 
SCOC| http:/www.pyonpyon.jp/-dasshifm/index.html 
※ SCCI の マニ ュ ア ル に 従っ て セッ ト ア ッ プ を 完了 し て 下さ い 。 
@ 上 記 イ ンタ ー フ ェ ー ス に 適合 する FM 音源 ボー ド お よび 音源 チッ プ 
対応 音源 : (一 部 未 検証 ) 
YM2203(OPN)、YM2608(OPNA)、YM2610(OPNB)、YMF286K、YM2610B、YMF264(OPNC)、 
YM2612(OPN2)、YM3438(OPN2C)、YMF276(OPN2L)、YMF288(OPN3L)、YM3526(OPL)、YM3812(OPL2)、 
YM3801(Y8950)、YMF262(OPL3)、YM2151(OPM)、YM2164(OPP)、YM2413(OPLL)、YMF281(OPLLP)、 
YM2420(OPLL2)、YM2423/MS1823(OPLLX)、YM2149(SSG)、YMZ284(SSGL)、YMZ294(SSGLP)、 
YMZ705(SSGS)、AY8930(EPSG)、AY-3-89xx(PSG) 
@ VS2015 ラン タイ ムラ イブ ラリ 
OS の バー ジョ ン に よっ て は 、 以下 の ライ ブラ リ の イン スト ー ル が 必要 で す 。 
Visual Studio 2015 Redistributable 
https://www.microsoft.com/ja-」jp/download/details.aspx?2id=48145 
@ MIDI ルー ブ プ バ ッ ク ド ライ バ 
以下 の ルー プ バ ッ ク ド ライ バ ( 仮 想 MIDI ケー ブル ) で 動作 を 確認 し て いま す 。 
LoopBe1 http:/ ハ www.nerds.de/en/loopbe1.html 
loopMIDI http:/ ハ www.tobias-erichsen.de/software/loopmidi.html 
MIDI Yoke http:/www.midiox.com/index.htm?http:/www.midiox.com/myoke.htm 


答 ルー プ バ ッ ク ド ライ バ の イン スト ー ル 方 法 ・ 使 い 方 に つい て は こち ら が 参考 に な り ま す 。 
http://mimikopi.nomaki.jp/midi/001/ ル midicable/ 


2.2 セ ッ ト ア ッ プ 


(1) 配布 ファ イル (Zip) を 展開 し 、 適 当 な ディ レク トリ に ツリ ー 構 造 ご こと コビー し ます 。 


(2) 同じ ディ レク トリ に SCCI を 展開 し 、 使 用 する ハー ドウ ェ ア に 合わ せ て scciconfig.exe で 適切 に 設定 し て くだ さ 
い 。 
参考 : SCCI の 使い 方 


(3) FITOMcfg.exe で MIDI 設定 (MIDI Setting)、 デ バイ ス 設 定 (Device Setting)、LINE IN 設定 (Master Volume 
Setting : マス ター ボリ ュー ム 機 能 を 使用 する 場合 の み ) を 起動 し 、 使 用 する 環境 に 合わ せ て 適切 に 設定 し て くだ 
さい 。 


参考 : 

ベー タテ スタ ー の NCZ 様 が 大 変わ か りや すい チュ ー ト リア ル を 書い て くだ さい まし た 。 
http:/ameblo.jp/noz-music/entry-12262904569.html 
http:/ameblo.jp/noz-music/entry-12266242256.html 


(4) FITOMApp.exe で FITOM 本 体 が 起動 し ます 。 


2.3 マス ター ボリ ュー ム 機 能 の 設定 
SPFM や Re:birth 音源 の 音声 出力 を PC の 音声 入力 に 通す 事 で 、PC の ミキ サー を マス ター ボリ ュー ム (GM ユニ バー 
サル SysEx 対応 ) と し て 使用 で きま す 。 
機能 と し て は 、 設 定 さ れ た 音声 入力 デバ イス の 入力 レベ ル を GM ユニ バー サル SysEx で 制御 する と いう だ け な の で 、 マ 
スタ ー ボ リュ ー ム 以外 に も 何 か に 利用 で きる か も し れ ま せん 。 
また 、PC 側 サ ウン ド デ バ イス の 種類 や 性 能 に よっ て は 設定 し て も 期待 し た 動作 を し な か っ た りす る か も し れ ま せん 。 


(1) FITOMcfg.exe で 、Master Volume Setting 画面 を 開き ます 。 
由 
Liewicg gg [ FC 回 Bank Edit [ 
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(2) マス ター ボリ ュー ム と し て 使用 する LINE IN デバ イス を 選択 し ます 。 





(3) Windows コン トロ ー ル パネ ルー サウ ンド を 開き ます 。 
ES 





還 詳 | ギ ュ カ ト ュ イブ 二 宇 ra ト 昌 


(4) 再生 デバ イス の プロ パテ ィ 画 面 を 開き ます 。 
慕 ′ サウ ッ ド 証 還 寺 | 
再生 | 録音 | サポ | 通信 | 
下 の 再 生 テ デバイ メ を 選択 し て そ 9 設 定本 変更 し て ( だ さい! 





Realtek High Defnitign 此 Udig 
既 走 の デル イス 


所 (C) | 村人 () | per) D 
OK 。 | wu | 
(5) 選択 し た LINE IN デバ イス に 対応 する ミキ サー 出力 を 有効 に し ます 。 
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※ 画像 は 一 例 で す 。PC 側 の デバ イス に よっ て 表示 項目 や 表示 内 容 が 違い ます 。 

※ FITOMcfg で 選択 し た デバ イス 名 と 上 記 の レベ ル 設 定 画 面 で の 表示 名 が 違う 場合 が あり ます 。 
(この サン ブル で は 、FITOMcfg で の [Line In] が レベ ル 設 定 画 面 で の [Rear Blue In] に 対応 し ます ) 
詳し く は PC や サウ ンド デバ イス の マニ ュ ア ル を 参照 し て くだ さい 。 

※ PC 側 で 録音 する 場合 、 録 音 ソ フト に よっ て は LINE IN デバ イス の 競合 が 発生 し て 、 録 音 ソ フト また は 
FITOM が 正しく 動作 し な いか も し れ ま せん 。 


2.4 画面 と キー 操作 
FITOM を 起動 する と 、FITOM メイ ン 画 面 が 表示 され ます 。 
lglre、 還 還 _I ロ | | 





図 2-1 FITOM メイ ン 画 面 


① MIDI Monitor ボタ ン 
MIDI Monitor 画面 の 表示 / 非 表示 を 切り 替え ます 。 
② Device Monitor ボタ ン 
押す た びに Device Monitor 画面 を 開き ます 。 開き すぎ に 注意 。 
③ Exit ボタ ン 
FITOM を 終了 し ます 。 
〈④ Voice Editor ボタ ン 
Voice Editor 画面 を 開き ます 。 
⑤) Bank Editor ボタ ン 
未 実装 機能 で す 。 
⑥) Drum map Editor ボタ ン 
Drum Bank Picker 画面 を 開き ます 。 
⑦ Master Volume スラ イダ ー 
マス ター ボリ ュー ム を 操作 し ます 。 


2.4.1 MIDI Monitor 画面 
MIDI IN デバ イス ご と に 、MIDI CH の 状態 を 表示 する 画面 で す 。 


FITOR HIDI Monitor - 別 


LoopBe Internal MIDI マ 












Pan | Vol | Bank PrOC | 
1 OPN3 ーーー 64 100 0:NECOPN GM Capital 0:Grand Piano 
2 OPN 着 ーー- 64 100 0:NECOPN GM Capital 0:Grand Piano 
3 OPN ーーー 64 100 0:NECOPN GM Capital 0:Grand Piano 
ー OPL3 ーー- 64 100 0:MA-2 CM Capital 4OP 0:GrandPno 
5 OPL3 ーー- 64 100 0:MA-2 GM Capital 4OP 0:GrandPno 
6 OPL3 ーー- 64 100 0:MA-2 GM Capital 4OP 0:GrandPno 
7 OPL3 2 ーーー 64 100 k-2 GM Capital 0:GrandPno 
S OPL3 _2 ーーー 64 100 | @ ゅ に GM Capital 0:GrandPno 
= OPN3 ーーー 64 100 0:NECOPN GM Capital 0:Grand Piano 
10 RHYTHM ーーー 64 100 RHYTHM 0: 一 ーーーー- 
11 OPP ーーーー 64 100 0O:FB-01 Preset 1 0:Brass 
12 OPP ーーー 64 100 0:FB-01 Preset 1 0:Brass 
13 OPP ーー- 64 100 0O:FB01 Preset 1 0:Brass 
14 OPP ーーー 64 100 0O:FB01 Preset 1 0:Brass 
15  OPLLP ーーー 64 100 0O:ALSA OPL2 GM Cap.. 0:AcouGrandPiano 区 
16  OPLLP ーー- 64 100 0:ALSA OPL2 GM Cap.. 0:AcouGrandPiano 区 





図 2-2 MIDI Monitor 画面 


① MIDI IN デバ イス 名 表示 / 選 択 

MIDI Monitor 画面 に 表示 する MIDI IN デバ イス を 選択 し ます 。 
② CH ステ ー タ ス 表 示 

現在 の MIDI CH の ステ ー タ ス ( 一 部 ) を 表示 し ます 。 


Device 音源 デバ イス 割当 (CC#32) 
Pan 定位 (CC#9) 

Vol 音量 (CC#7) 

Bank バン クセ レク ト MSB(CC#0) 
Prog9.Chg プロ グラ ムチ ェ ン ジ 

Note 現在 発音 中 の ノー ト 名 


CH ステ ー タ ス 行 を ダブ ルク リッ ク す る と 、 MIDI CH Monitor 画面 を 開き ます 。 


2.4.2 MIDICH Monitor 画面 
MIDI CH ステ ー タ ス を 表示 / 変 更 ( 一 部 ) し ます 。 




















2-3 MIDI CH Monitor 画面 


だ いた い 見 て の 通り の こと が で きま す 。 

MIDI CH と 紐 付い て いる の で 、 MIDI デー タ 側 で 変更 され る と リア ル タ イ ム で 画面 に も 反映 され ます 。 

この 画面 は MIDI CH ご と に 何 枚 で も 開け ます が 、 あ まり た くさ ん 開き すぎ る と パフ ォ ー マ ンス に 影響 する か も 知れ ませ 
ん 。 


2.4.3 Device Monitor 画面 
音源 デバ イス ご と に 、 デ バイ ス CH の ステ ー タ ス を 表示 する 画面 で す 。 


00:0000 10000000:Brass 
00:0000 10000000:Brass 
00:0000 10000000:Brass 
00:0000 明 っ) 問 
00:0000 10000( BSS 
00:0000 10000000:Brass 


00:0000 10000000:Brass 
00:0000 10000000:Brass 


0 
1 
2 
う 
4 
9 
6 
7 





図 2.4Device Monitor 画面 


① 音源 デバ イス 名 表示 / 選 択 
Device Monitor 画面 に 表示 する 音源 デバ イス を 選択 し ます 。 
音源 デバ イス は 論理 デバ イス 単位 で 選択 し ます 。 た と えば 、OPNA は FM と SSG と ADPCM が すべ て 別 の 論理 デ 
バイ ス と し て 扱わ れ ま す 。 OPL3 な ら ば 4OP と 2OP が 別 デ バイ ス に な り ま す 。 
② CH ステ ー タ ス 表 示 
現在 発音 中 の ノー ト の 情報 を 表示 し ます 。 画面 か ら の 変更 は で きま せん 。 


CH デバ イス CH 番号 
F-num 現在 発音 中 の BLK/Fnum 
Voice 現在 発音 中 の 音色 名 


Volume 現在 発音 中 の ボリ ュー ム 
(Track Volume、Expression、Velocity か ら 算 出 ) 


この 画面 は デバ イス ご と に 何 枚 で も 開け ます が 、 あ まり た くさ ん 開き すぎ る と パフ ォ ー マ ンス に 影響 する か も 知れ ませ ん 。 


2.4.4 Voice Editor 画面 


MIDI CH ご と に 、CH ステ ー タ ス ( の 一 部 ) と 、 現在 選択 され て いる 音色 パラ メー タ の 表示 と 編集 が で きま す 。 


Vnice Editnr 昌明 
Prnn ロ |① 


| ロ lBewed La 調 


nnniP5G Bark 


nisE FrEnlL 
nise FrenlH) 
PFO Wawe 
PFQ Denth 
PF Fre ロ 
P-FO Delay 
PFQ Rate 


mmm Rate 
LiEcay Rat= 
5ustaln Lewl 
ugtai Rate 
Rel=as= Rat= 
EG ロ Blas 

55 ロ 士 ロ 

WavyE 5Elct 
nise 貞和 MD mask 
ト MalisE ロ R mask 
TO 軸 ョ ye 
T ユ FQ Dienth 
TL 二 F ロ Freg 

T 和 人 FQ Delay 


Gustaln Lewl 
5LgtaIn RatE 
Rel=asE Rat= 
FEG-iag 

5 ロロ 

WawE 5Elct 
nise 各 MD mask 
nis= ロ R mask 
TL ユ FO 軸 ョ ye 


員 tt ョ CK at= 
Lieray Rate 
5ustaln Lewl 
gu5gta コ In Riate 
Rgl=as= Rat= 
EG ロ las 
55G ロ 士 ロ 

MayE 5Elect 
nise 占 MD mask 
ト MalisE ロ R mask 
TO 軸 ョ ye 
TFQ Denth 
TL+ ユ FG Fre 
TTFQ Delay 


員 tt ョ CK at 
LiEcay Rate 
ustaI LEwl 
gustaIn Rate 
Rel=as= Rat= 
EG ロ Blas 

55 ロ 士 ロ 

WawE 5Elect 
nisE 上 MD mask 
nis= ロ R mask 
TL ユ F ロ 軸 ョ ye 


li mt st is et ei et ee PE er mi er | 
上 呈 避 避 上 旧 旨 吾 旨 旨 
コロ 昌 


TL 二 F ロ Rat= 和 TL 二 F ロ Rat= 

















図 2-5 音色 エディ ッ ト 画 面 
① Voice Picker ボタ ン (.…) 
編集 する 音色 を 選択 する Voice Picker 
② Parameter 表示 / 編 集 エ リア 
変更 し た い パ ラメ ー タ を ダブ ルク リッ ク す る と 編集 モー ド に な り ま す 。 
編集 モー ド で は 、 キ ー ボ ー ド か ら の 二 接 入力 と 、 カ ー ソ ルキ ー 上 下 ま た は マウ スホイ ー ル に よる 増減 が で きま 
す 。 パラ メー タ 名 に つい て は 4.3 音色 デー タフ ァイル フォ ー マ ッ ト を 参照 し て くだ さい 。 
③ Test ボタ ン 
現在 の 音色 を Velocity で 指定 され た ベロ シテ ィ 、Note で 指 
ボタ ン を 押す と キー オン 、 離す と キー オフ に な り ま す 。 
〈④ Save ボタ ン 
編集 し た 音色 を 現在 の プリ セッ トバ ンク ファ イル に セー ブ し ます 。 
⑤) Close ボタ ン 
VolIce Editor 
⑥) Copy ボタ ン 
現在 表示 中 の 音色 を ロー カル クリ ッ プ ボー 
⑦ Paste ボタ ン 
ロー カル クリ ッ プ ボー ド の 音色 を 現在 表示 中 の 音色 に 上 書き し ます 。 音源 種別 を 超え て の コピ ー も で きま す が 、 パラ 
メー タ の 自動 変換 は され ませ ん 。 ペー スト 後に 手動 で 調整 し て くだ さい 。 


画面 を 開き ます 。 


定 さ れ た ノー ト 番 号 で 発音 し ます 。 


画面 を 終了 し ます 。 


ド に コ ビー し ます 。 


Text ボタ ン 
Bnk ファ イル と 同じ フォ ー マ ッ ト で 編集 で きる Text Editor 画面 を 開き ます 。 
⑨ Revert ボタ ン 
現在 の 変更 を 破棄 し て 、Voice Editor 画面 を 開い た 時 の 状態 に 戻し ます 。 
Apply ボタ ン 
現在 の 変更 を FITOM 本 体 の プリ セッ ト 音 色 に 反映 し ます 。 プリ セッ トバ ンク ファ イル に は 書き 込み ませ ん の で 、Save 
し な いで FITOM を 終了 する と 変更 は 失わ れ ま す 。 


2.4.5 Voice Picker 画面 
音色 を 選択 する 画面 で す 。 


Voice Picker X| 


032:Acoustc BaSSs - 096:Rain FX 
033:Finqered Bass - 097:Soundtack FX 
034:Picked Bass - 098:Crystal FX 
035:Fretess Bass :Bari 099:Atomosphere FX 
036:Slap Bass 1 - 100:Brightmess FX 
037:Slap Bass 2 :Endli 101:Goblins FX 
038:Synth Bass 1 ・ 102:Echoes FX 
039:Syn Bass 2 :CIQri 103:Sq-fi FX 
040:Violin Pi 10 和 4:Sitar 
041:Viola - 105:Banjo 
042:Cello - 106:Shamisen 
043:Contrabass : 107:Koto 

0 特 :Tremolo Srinas 6 108:Kalimba 
045:Pizzicato - I 109:Baq DiDe 
046:Orchesral Harp :Whi 110:Fiddle 
047:Timpani - | 111:Shanai 
048:Stinas 1 - 112:Tinkle Bel 
049:Srings 2 - 113:Aqoqo 
050:SynthSrings 1 - 114:Steel Drums 
051:SynthStrings 2 :Chi 115:Woodblock 
052:Choir Aahs 084:Charana Lead 5 116:Taiko Drum 
053:Voice Oohs 085:Voice Lead 117:Melodic Tom 
054:Synh Voice 086:5h Lead 118:Synh Drum 
055:Orchestra Hit 087:BassSLead 119:Reverse Cymbal 
056:Trumpet 088:NewAae Pad 120:Fret Noise 
057:Trombone 089:Warm Pad 121:Breath Noise 
058:Tuba 090:Poly SynhPad 122:Seashore 
059:MutedTrumpet 091:Choir Pad 123:Bird Tweet 
060:Frenh Horn 092:Bowed Pad 124:Telephone Ring 
06 1:Brass Secton 093:Metal Pad 125:Helicopter 
062:SynthBrass 1 094:Halo Pad 126:Applause 
063:SynthBrass 2 095:Sweep Pad 127:Gunshot 





図 2-6 Voice Picker 画面 


だ いた い 見 て の 通り で す 。 
音色 を 選択 し て 右 ダ ブル クリ ッ ク す る と 1 秒間 選択 し た 音 を 発音 し ます 。 


2.4.6 Text Voice Editor 画面 
テキ スト で 音色 編集 する 画面 で す 。 


TBxt Vnice Editnr | | 





ME OF Wavefnrm Delay Rat=e Den 地 Frgn 
NarTE lBress 
alFE | 5 ロロ n 

RER EERRL 和 L 還 LLPHT1DTE 上 M5 D ロ T コ 3 WE REV EG5 





図 2-7 Text Voice Editor 画面 


だ いた い 見 て の 通り で す 。 

右 下 の 枠 は OPZ 用 の 追加 パラ メー タ で す 。 OPM 系 音色 の 時 の み 有 効 に な り ま す 。 

あん まり 上 厳密 な か エラー チェッ ク を し て な い の で 、 パラ メー タ 漏 れ た り 改 行 の 過 不 足 が あ っ た りす る と 予期 し な い 動 作 と な る 
こと が あり ます 。 


2.4.7 Drum Bank Picker 画面 


Drum Harik Firker 
Fath 

PLS 5Et , ギ yolrE ギ [RUM\ ロ PL 5ET.C5V 
PL 5Et VOICE ギ [RLUM キ PLEET.C5V 
PLL IntErnal 5et . そ olCE ギ [ELUMF ロ PLLSET.CSY 
ロ PL Int=rnal et \wnirE\PRLMEE ロ PLINT.CEW 
ロ P Internal Set \VniCE\PRLM\ ロ PRTNT.C5V 

. そ VOICE ギ [RUM\ ロ PIA5ET.C5V 





だ いた い 見 て の と お り で す 。 編集 する ドラ ム セ ッ ト を 選択 し ます 。 


2.4.8 Drum Set Editor 画面 


Drum Mnte Editnr 





QPLL Internal 5et 


| Na,。, | Name Device Typ 内 
よう EMPTY = GTIE 

ゴ 吐 EMPTY 間 TpPE 
ヨロ 貞 CnusHc Bass H ni ロ PLL 円 ch Interh 
35 Bass Drum 1 nai ロ PLL (ch Internl 
3 ア 5ide 5Hk nai ロ PLL (Brh) TmtErn 
8 員 CnuishC Ta「E Ia: ロ PLL 四 ch) Internal 
3 EMPTY コー TOTIE 
判 Elecric 5harE 5: ロ PLL (Brh) Interml 
1 Laqw Flgnr Tnm ng: ロ PLL 四 中 ) TntErnl 
3 Clnsed Hi Hat ngi ロ PLL ch) Internal 
3 Hinh Flgar Tam ni ロ PLL (Brh) Tnrie 
Peal 貼 十 at ia: ロ PLL 四 ) Interrl 


号 ロ LaWwi T ロ 

ヨ nen 貼 十 iat 
7 Lnw-Miid Tnm 
1 Hi-Mid Tam 


ngi ロ PLL (Brh) Torie 
nai ロ PLL (ch) TntErnal 
ni ロ PLL ch Turme 
nai ロ PLL (ch) Tanie 


層 Crash Cymhal 1 ngi ロ PLL (Brh) TntErn 
High Tnm na: ロ PLL 皿 中 ) Internal 
1 Ride Cymhl 1 6i ロ PLL (Brh) IntErrml 


HH | Fi | 


り で す 。 編集 する ドラ ム ノ ー ト を ダブ ルク リッ ク す る と Drum Note Editor 





だ いた い 見 て の 通 


2.4.9 Drum Note Editor 画面 


punhocEitor = 
[上 信幸 le3 
Name IAceustcBassB 。 。 


Map OS: ロ FLL Intermal 5 











Voice |G55:255 nternal ROM) 員 | 
Nate |132 Blk/Fnumi(hey) IO000 | 
Panpt p ー」 Gatetime 臣 四 

Test CapY Psi | Clgse | 





だ いた い 見 て の 通り で す 。 ド ラム ノー ト の パ 


ラメ ー タ を 設定 し ます 。 


パラ メー タ の 詳細 は 4.3.4 ドラ ム マ ッ プ 定義 ファ イル を 参照 し て くだ さい 、。 


画面 を 開き ます 。 


3. MIDI メッ セー ジ 詳 細 


3.1 チ ャ ン ネ ル ボ イス メッ セー ジ 


FITOM が 対応 する チャ ン ネ ル ボ イス メッ セー ジ の 詳細 で す 。 
MIDI 規格 に 制定 され て いる チャ ン ネ ル ボ イス メッ セー ジ の うち 、 キー・ ア フタ ー・ タ ッ チ お よび チャ ン ネ ル ・ ア フタ ー・ タ ッ チ 
に は 対応 し て いま せん 。 


3.1.1 ノー ト ・ オ ン 
生 定 され た 音程 ・ ベ ロン ティ で 発音 し ます 。 
フォ ー マ ッ ト (hex): 8x nn vv 
x: 0 て 15 MIDI 受信 チャ ン ネ ル 
nn: 0 て 127 ノー ト 番 号 
vv: 0 て 127 ベロ ン テ ィ 
※ 現在 の と ころ 、vv が 影響 する の は 音量 (FM で は キャ リア の TL) の み で す 。 


3.1.2 ノー ト ・ オ フ 
指定 され た 音程 に 一 致す る 発音 中 の ノー ト を 停止 し ます 。 
フォ ー マ ッ ト (hex): 9x nn vv 
x: 0 て 15 MIDI 受信 チャ ン ネ ル 
nn: 0 て 127 ノー ト 番 号 
vv: 0 て 127 ベロ シン ティ 
※ 同一 チャ ン ネ ル 内 に nn に 一 致す る 発音 中 の ノー ト が 複数 ある 場合 、 先行 し て 発音 し て いる ノー ト に 対応 し ます 。 従 
っ て 、 同 一 音程 の 入れ 子 発音 は で きま せん 。 
※ vv の 数 値 は 無視 され ます 。 


3.1.3 コン トロ ー ル ・ チ ェ ン ジ 
指定 され た コン トロ ー ル 番号 の パラ メー タ を 変更 し ます 。 
フォ ー マ ッ ト (hex): Bx nn DD 
x: 0 て 15 MIDI 受信 チャ ン ネ ル 
nn: 00 て 119 コン トロ ー ル 番号 
Vv: 00 て 127 パラ メー タ 
※ コン トロ ー ル 番号 と パラ メー タ の 詳細 は 3.2 コン トロ ー ル ・ チ ェ ン ジ お よび 3.5 チャ ン ネ ルモード メッ セー ジ を 参照 し て 
くだ さい 。 


3.1.4 ブロ グラ ム ・ チ ェ ン ジ 
指定 され た プロ グラ ム 番 号 の ボイス ・ パ ラメ ー タ を 設定 し ます 。 
フォ ー マ ッ ト (hex): Cx nn 
x: 0 て 15 MIDI 受信 チャ ン ネ ル 
nn: 0 て 77 プロ グラ ム 番 号 
vVv: 0 て 127 パラ メー タ 
※ 実際 の ボイス ・ パ ラメ ー タ は 、 音 源 グ ルー プ ・ 音 色 バ ンク に ロー ド さ れ た デー タ か ら 取 り 出 され ます 。 ロー ド さ れ て いな 
い ボ イン ト の ボイス は 無音 と な り ま す 。 


3.1.5 ビッ チ ・ ホ イー ル ・ チ ェ ン ジ 
ビッ チ ベ ン ド ホ イー ル の 回 転 量 を 指定 し 、 回 転 量 に 応じ て 音程 を 変化 させ ます 。 
フォ ー マ ッ ト (hex): Ex mmll 
x: 0 て 15 MIDI 受信 チャ ン ネ ル 
mm: 0 て 127 ホイ ー ル 回 転 量 (MSB) 
時 0 て 127 ホイ ー ル 回 転 量 (LSB) 
※ 実際 の ビッ チ の 変化 量 は 、 ビ ッ チ ・ ベ ンド ・ レ ンジ の 設定 に よっ て 変わ り ま す 。 ビッチ ・ ベ ンド ・ レ ンジ に つい て は 3.3 
RPN パラ メー タ を 参照 し て くだ さい 。 
※ II の 値 は 無視 され ます 。 そ の た め 、 ピ ッ チ ベン ド の 実質 分 解 能 は -64 て +63 の 128 段階 で す 。 


3.2 コ ント ロー ル ・ チ ェ ン ジ 


FITOM で 対応 する コン トロ ー ル ・ チ ェ ン ジ の 詳細 で す 。 
一 般 的 な MIDI 音源 モジ ュー ル と は 動作 の 異な る 部 分 は 各 章 に ※ で 特記 し て いま す 。 
また 、FITOM 固有 の コン トロ ー ル ・ チ ェ ン ジ は 見 出し に <FITOM 独自 > と 記述 し て いま す 。 


3.2.1 CC#0: バ ンク セレ クト MSB 
MIDI チャ ン ネ ル に 対し 、 発音 する 音源 チッ プ を 割り 当て ます 。 
バン クセ レク ト MSB を 受信 する と 、 受信 し た チャ ン ネ ル で オー ル ・ ノ ー ト ・ オ フ が 実行 され ます 。 
MSB で 音源 チッ プ の 切り 替え 、LSB で 音色 バン ク の 切り 替え に な り ま す 。 
GM2 準拠 の リズ ム ・ チ ャ ン ネ ル 切 り 替 え (78H) も 有効 で す 。 
< く デバ イス 番号 > に 対応 する 音源 が 実装 され て いな い 場 合 、 実 装 さ れ て いる 代替 音源 グル ー プ の デバ イス が 自動 
的 に 選択 され ます 。 代替 音源 グル ー プ の デバ イス も 実装 され て いな い 場 合 は 、 そ の チャ ン ネ ル は 無音 と な り ま す 。 
< く デ バイ ス 番 号 > に 0( ゼ ロ ) を 指定 し た 場合 は 何 も し ませ ん (バン クセ レク ト 値 も 変更 され ませ ん ) 。 
バン クセ レク ト LSB と MSB を 別々 に 指定 で き な い シー ケン サー 等 で LSB だ け 変 えた いと き に 有用 で す 。 
フォ ー マ ッ ト (hex): Bx 00 dd 
x: 0 て 15 MIDI 受信 チャ ン ネ ル 
dd: 0 て 127 音源 デバ イス 番号 
※ バン クセ レク ト MSB に 77H(119) を 指定 し た 場合 、 バ ンク セレ クト LSB が ADPCM デバ イス 番号 の 指定 に な り ま 


ゃ L 


※ 表 3-1 デバ イス 番号 一 覧 ( 未 対応 音源 含む ) 
デバ イス 番号 の に レ ュ ンク ん 





音源 グル ー プ 





SSG 


3  YM2612(OPN2) 
YM2608(OPNA) | 
YM2151(OPM) 


| OPM 
8 OPL 


YM3812(OPL2) 
YMF262(OPL3) OPL3 
YMF288(OPN3L) | 


mweweemo om 
ws 
mwemeso se 
間 昌 EE 還 間 
mesaweeso se 
swwewoeso 。 se oo 
se 
woweseo se 
eoepeo 。 se ov 
mweeseo seo 
weeeesep 。 se 
awosmmep を 
ーー wemeemo om 
sm weeomago om 
wemeopp om 
ーー aweeeogo og 
weeomup om 
mweemeomu の om 
mweeeoo om 
ーー wwwomeo 。 om 
mweamomeo om 
wwem om 
ww mm 
mm weomaoeuweo or 
sm weeomaoeNmo om 
sw weeesAsrekopu9 oh 
ーー wommomo om 
awawomo om 
ーー gwemwopo を 
ーー aweeeo 
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※ 1< ン 17 は s98v3 で 定義 され て いる 番号 と 互換 性 が あり ます 。 


3.2.2 CC#32: バ ンク セレ クト LSB 
MIDI チャ ン ネ ル に 対し 、 音 色 バ ンク を 割り 当て ます 。 
フォ ー マ ッ ト (hex): Bx 20 dd 


x: 0 ン 15 MIDI 受信 チャ ン ネ ル 
dd: 0 て 127 音色 バン ク 番 号 
※ 存在 し な い 音 色 バ ンク 番号 を 指定 する と 、OPLL グル ー プ 以外 で は 無音 と な り ま す 。 


3.2.3 CC#1: モ ジュ レー ショ ン ・ デ プス 
ハー ドウ ェ ア LFO(PM) の 深 さ を 指定 し ます 。 
ハー ドウ ェ ア LFO を 持っ て いる 音源 チッ プ の み 作 用 し ます 。 動作 は デバ イス ご と に 違い ます 。 
OPM 系 の 場合 、0 て 127 の うち 上 位 3bit を PMD と し て 設定 し ます 。 PMS は ボイス ・ パ ラメ ー タ で 指定 され た 値 が 
使用 され ます 。 
OPNA 系 の 場合 、0 こ 127 の うち 上 位 3bit を PMS と し て 設定 し ます 。 
OPL 系 の 場合 、0 こ 127 の うち 、 上 位 1bit を DVB と し て 設定 し ます 。 
ハー ドウ ェ ア LFO は 音源 チッ プ に 1 つ し か な いた め 、 同 一 デバ イス を 割り 当て られ た 複数 の MIDI チャ ン ネ ル で 同 
時 に モジ ュ レ ーション ・ デ ブ プス を 操作 し た 場合 、 後 発 が 優先 され 、 先 発 チ ャ ン ネ ル で は 自動 的 に OFF に な り ま す 。 
フォ ー マ ッ ト (hex): Bx 01 dd 
x: 0 て ン 15 MIDI 受信 チャ ン ネ ル 
dd: 0 て 127 モジ ュ レ ーション ・ デ プス 
※ モジ ュ レ ーション ・ デ プス LSB(33) に は 反応 し ませ ん 。 


3.2.4 CC#4: フ ッ ト コ ント ロー ラー・ デ プス 
ハー ドウ ェ ア LFO(AM) の 深 さ を 指定 し ます 。 
ハー ドウ ェ ア LFO を 持っ て いる 音源 チッ プ の み 作 用 し ます 。 動作 は デバ イス ご と に 違い ます 。 
OPM 系 の 場合 、0 こ 127 の うち 上 位 3bit を AMD と し て 設定 し ます 。 AMS は ボイス ・ パ ラメ ー タ で 指定 され た 値 が 
使用 され ます 。 
OPNA 系 の 場合 、0 こ 127 の うち 上 位 3bit を AMS と し て 設定 し ます 。 
OPL 系 の 場合 、0 こ 127 の うち 、 上 位 1bit を DAM と し て 設定 し ます 。 
ハー ドウ ェ ア LFO は 音源 チッ プ に 1 つ し か な いた め 、 同 一 デバ イス を 割り 当て られ た 複数 の MIDI チャ ン ネ ル で 同 
時 に モジ ュ レ ーション ・ デ プス を 操作 し た 場合 、 後 発 が 優 先 され 、 先 発 チ ャ ン ネ ル で は 自動 的 に OFF に な り ま す 。 
フォ ー マ ッ ト (hex): Bx 04 dd 
x: 0 て 15 MIDI 受信 チャ ン ネ ル 
dd: 0 て 127 フッ トコ ント ロー ラー・ デ プス 
※ フッ トコ ント ロー ラー・ デ フス LSB(36) に は 反応 し ませ ん 。 


3.2.5 CC#5: ポ ル タ メ ント ・ タ イム 
ポル タメ ント に か か る 時 間 を 設定 し ます 。 
設定 値 と 時 間 の 関係 は GM Level2 で 推奨 され て いる カー ブ と 大 体 似 た 感じ と に し て あり ます 。 
フォ ー マ ッ ト (hex): Bx 05 dd 
x: 0 て 15 MIDI 受信 チャ ン ネ ル 
dd: 0 て 127 ポル タメ ント ・ タ イム 


3.2.6 CC#7: チ ャ ン ネ ル ・ ボ リュ ー ム 
MIDI チャ ン ネ ル の 音量 (ボリ ュー ム ) を 設定 し ます 。 
フォ ー マ ッ ト (hex): Bx 07 dd 
x: 0 て ン 15 MIDI 受信 チャ ン ネ ル 
dd: 0 て 127 チャ ン ネ ル ・ ボ リュ ー ム 


※ 本 パラ メー タ は 、 キ ャ リア の TL に 作用 し ます 。 その た め 、EG の 各 レ イト が レベ ル ・ ス ケー リン グ の 影響 を 受け ます 。 


3.2.7 CC#10: パ ン 
MIDI チャ ン ネ ル の 定位 を 設定 し ます 。 
フォ ー マ ッ ト (hex): Bx 0A dd 
x: 0 て 15 MIDI 受信 チャ ン ネ ル 
dd: 0 て 127 チャ ン ネ ル ・ ボ リュ ー ム 
※ パン LSB(CC 直 2) に は 反応 し ませ ん 。 
※ ハー ドウ ェ ア パ ン に 対応 する 音源 チッ プ の み 作 用 し ます 。 
※ 0<127 の うち 、0-47 を 左 、48<79 を 中 央 、80 以上 を 右 と し て 扱い ます 。 


3.2.8 CC#11: エ クス プレ ッ シ ョ ン 
MIDI チャ ン ネ ル の 音量 (エク スプ レッ ショ ン ) を 設定 し ます 。 
フォ ー マ ッ ト (hex): Bx 0B dd 
x: 0 て 15 MIDI 受信 チャ ン ネ ル 
dd: 0 て 127 エク スプ レッ ショ ン ・ レ ベル 
※ エク スプ レッ ショ ン LSB(CC#43) に は 反応 し ませ ん 。 
※ 本 パラ メー タ は 、 キ ャ リア の TL に 作用 し ます 。 その た め 、EG の 各 レ イト が レベ ル ・ ス ケー リン グ の 影響 を 受け ます 。 


3.2.9 CC#64: サ ステ ィ ン ペ ダル (ダン パー ペダ ル ) 
MIDI チャ ン ネ ル の サス ティ ン ペ ダル ・ レ ベル を 設定 し ます 。 
OPLL 系 で は サス ティ ン ON/OFF を その まま SUS フラ グ に セッ ト し ます 。 
上 記 以 外 の 音源 チッ プ で は 、 サ ステ ィ ン ON の と き 、 キ ャ リア の リリ ー ス ・ レ イト を 固定 値 「4」 に し ます 。 
フォ ー マ ッ ト (hex): Bx 40 dd 
x: 0 て 15 MIDI 受信 チャ ン ネ ル 
dd: 0 て 127 サス ティ ン ペ ダル ・ レ ベル 
※ 上 位 1bit が 0 で OFF、1 で ON に な り ま す 。 


3.2.10 CC#65: ポ ル タ メ ント 
ポル タメ ント を 設定 し ます 。 
直前 に 発音 し て いた ノー ト か ら 、 新 た に 発音 し よう と する ノー ト ま で ピッ チ を な め ら か に 接続 し ます 。 
開始 する ノー ト を 指定 する に は CC#84 ソー ス ・ ノ ー ト で ノー ト 番 号 を 設定 し ます 。 
ポル タメ ント の 速度 を 指定 する に は 、CC#5 ポル タメ ント ・ タ イム で ポル タメ ント に か か る 時 間 を 設定 し ます 。 
MIDI チャ ン ネ ル が モノ ・ モ ー ド の 場合 の み 作 用 し ます 。 
フォ ー マ ッ ト (hex): Bx 41 dd 
x: 0 て 15 MIDI 受信 チャ ン ネ ル 
dd: 0 て 127 ポル タメ ント ON/OFF 
※ 上 位 1bit が 0 で OFF、1 で ON に な り ま す 。 


3.2.11 CC#66: ソ ステ ヌー ト ・ ペ ダル 
MIDI チャ ン ネ ル の レガ ー ト ・ フ ッ ト ス イッ チ を 設定 し ます 。 
ソス テ ヌ ー ト ON の 場合 、 キャ リア の ディ ケイ ・ レ イト を 0 と し て ノー ト ・ オ ン し ます 。 発音 中 の ノー ト に は 影響 し ませ ん 。 
(※ 未 実装 ) 
フォ ー マ ッ ト (hex): Bx 42 dd 
x: 0 て 15 MIDI 受信 チャ ン ネ ル 


dd: 0 て 127 ソス テ ヌ ー ト ・ レ ベル 
※ 上 位 1bit が 0 で OFF、1 で ON に な り ま す 。 


3.2.12 CC#68: レ ガー ト ・ フ ッ ト ス イッ チ 
MIDI チャ ン ネ ル の レガ ー ト ・ フ ッ ト ス イッ チ を 設定 し ます 。 
MIDI チャ ン ネ ル が モノ ・ モ ー ド の 場合 の み 作 用 し ます 。 モノ ・ モ ー ド で レガ ー ト ON に な る と 、 ノ ー ト ・ オ フ を 受信 し て も 
ノー ト ・ オ フ し ませ ん 。 レガ ー ト OFF で ノー ト ・ オ フ し ます 。 
フォ ー マ ッ ト (hex): Bx 44 dd 
x: 0 て 15 MIDI 受信 チャ ン ネ ル 
dd: 0 て 127 レガ ー ト ・ フ ッ ト ス イッ チ 
※※ 上 位 1bit が 0 で OFF、 1 で ON に な り ま す 。 


3.2.13 CC#79: フ ォ ー ス ・ ダ ンプ ・ モ ー ド ご FITOM 独自 > 
ノー ト ・ オ フ 後 に 残響 音 が 残っ て いる 状態 で ノー ト ・ オ ン す る 場合 の 挙動 を 設定 し ます 。 
ON の 場合 、 ノ ー ト ・ オ ン 直 前 に キャ リア の リリ ー ス ・ レ イト を 最大 に する こと で 強制 的 に 消音 し ます 。OFF の 場合 は 、 
本 来 の アタ ッ ク 波 形 の うち 、 残響 埋 の 出力 レベ ル ま で の 波形 が 省略 され た 状態 で ノー ト ・ オ ン さ れ ま す 。 
フォ ー マ ッ ト (hex): Bx 4F dd 
x: 0 て 15 MIDI 受信 チャ ン ネ ル 
dd: 0 て 127 フォ ー ス ・ ダ ンプ ・ モ ー ド (デフ ォ ル ト : OFF) 
※ 上 位 1bit が 0 で OFF、1 で ON に な り ま す 。 
※ OPN/OPM 系 /DSG の み 作 用 し ます 。 OPL 系 で は 必ず ダン プ し て か ら 発 音 さ れ ま す 。 


3.2.14 CC#84: ソ ー ス ・ ノ ー ト 
ポル タメ ント の 開始 ノー ト を 指定 し ます 。 
フォ ー マ ッ ト (hex): Bx 54 dd 
x: 0 て 15 MIDI 受信 チャ ン ネ ル 
dd: 0 て 127 ノー ト No. 


3.2.15 CC#8990: ボ イス ・ パ ラメ ー タ ・ コ ント ロー ル ぐ FITOM 独自 > 
MIDI チャ ン ネ ル で 現在 設定 され て いる プロ グラ ム ・ チ ェ ン ジ の ボイス ・ パ ラメ ー タ を 変更 し ます 。 
CC#89 で パラ メー タ ア ドレ ス を 指定 し 、CC#90 で 値 を 設定 し ます 。 
アド レス と パラ メー タ の 対応 は 4.3. FM 音色 デー タフ ァイル を 参照 し て くだ さい 。 
フォ ー マ ッ ト (hex): 
Bx 59 aa 
Bx 5A dd 
x: 0 て 15 MIDI 受信 チャ ン ネ ル 
aa: 0 て 127 ボイス ・ パ ラメ ー タ ・ ア ドレ ス 
dd: 0 て 127 ボイス ・ パ ラメ ー タ ・ デ ー タ 
※ この コン トロ ー ル で 変更 され た ボイス ・ パ ラメ ー タ は 保存 され ませ ん 。 ブ ログ ラム ・ チ ェ ン ジ 受 信 に よっ て プリ セッ ト に 
戻り ます 。 


3.3RPN パラ メー タ 


CC#100/101 に よっ て 設定 で きる パラ メー タ の 詳細 で す 。 
CC#6 デー タ エ ン トリ ー で パラ メー タ を 設定 し ます 。 CC#38 に は 対応 し ませ ん 。 


3.3.1 00/00: ビ ピッ チ ・ ベ ンド ・ レ ンジ 
デー タ エ ン トリ ーMSB で ピッ チ ベ ン ド の 幅 を 100 セン ト 単 位 で 指定 し ます 。 
フォ ー マ ッ ト (hex): 
Bx 65 00 
Bx 64 00 
Bx 06 nn 
x: 0 て 15 MIDI 受信 チャ ン ネ ル 
nn: 0 て 127 ピッ チ ・ ベ ンド ・ レ ンジ (デフ オォ ルト :2) 
※ 音源 チッ プ が 発音 可能 な 音域 を 超え て 指定 し た 場合 、 ど うな る か わか り ま せん 。 常識 的 な 値 を 設定 し て くだ さい 。 


3.3.2 00/01: チ ャ ン ネ ル ・ フ ァ イ ン ・ チ ュー ニン グ 
デー タ エ ン トリ ーMSB で ピッ チ ベ ン ド の 幅 を 100/64 セン ト 単 位 で 指定 し ます 。 
フォ ー マ ッ ト (hex): 
Bx 65 00 
Bx 64 01 
Bx 06 nn 
x: 0 て 15 MIDI 受信 チャ ン ネ ル 
nn: 0 て 127 ファ イン ・ チ ュー ニン グ ( デ フォ ルト :64) 
※ 設定 値 マ イナ ス 64 が 実際 に 適用 され る 値 に な り ま す 。(-64 て +63) 


3.4NRPN パラメータ 


CC#99/98 に よっ て 設定 で きる パラ メー タ の 詳細 で す 。 
CC#6/38 デー タ エ ン トリ ー、CC#96 デー タイ ンク リ メ ン ト 、CC#97 デー タデ クリ メン ト で パラ メー タ を 設定 し ます 。 
本 草 に 記載 され て いる 機能 は 全て FITOM 独自 パラ メー タ で す 。 


3.4.1 00701:PM レイ ト 
デー タ エ ン トリ ーMSB で CC#1 モジ ュ レ ーション で 使用 され る ハー ドウ ェ ア LFO の レイ ト を 指定 し ます 。 

フォ ー マ ッ ト (hex): 
Bx 63 00 
Bx 62 01 
Bx 06 nn 

x: 0 て 15 MIDI 受信 チャ ン ネ ル 

nn: 0 て 127 PM レイ ト ( デ フォ ルト :64) 


3.4.2 00702:PM ウェ ー ブ フ ォ ー ム 
デー タ エ ン トリ ーMSB で CC#1 モジ ュ レ ーション で 使用 され る ハー ドウ ェ ア LFO の 波形 を 指定 し ます 。 

フォ ー マ ッ ト (hex): 
Bx 63 00 
Bx 62 02 
Bx 06 nn 

x: 0 て 15 MIDI 受信 チャ ン ネ ル 

nn: 0 て 7 PM 波形 (デバ イス 依存 ) 


3.4.3 00704:AM レイ ト 
デー タ エ ン トリ ーMSB で CC フッ ト ・ コ ント ロー ラー で 使用 され る ハー ドウ ェ ア LFO の レイ ト を 指定 し ます 。 

フォ ー マ ッ ト (hex): 
Bx 63 00 
Bx 62 04 
Bx 06 nn 

x: 0 て 15 MIDI 受信 チャ ン ネ ル 

nn: 0 て 127 AM レイ ト ( デ フォ ルト :64) 


3.4.4 00705:AM ウェ ー ブ フ ォ ー ム 
デー タ エ ン トリ ーMSB で CC フッ ト ・ コ ント ロー ラー で 使用 され る ハー ドウ ェ ア LFO の 波形 を 指定 し ます 。 

フォ ー マ ッ ト (hex): 
Bx 63 00 
Bx 62 05 
Bx 06 nn 

x: 0 て 15 MIDI 受信 チャ ン ネ ル 

nn: 0<7 AM 波形 (デバ イス 依存 ) 


3.4.5 327/01: フ ィ ジ カル ・ チ ャ ン ネ ル ・ ア サイ ン 
デー タ エ ン トリ ーMSB で 、 デ バイ ス に 割り 当て る 物理 ch を 指定 し ます 。 
通常 (ダイ ナミ ッ ク ・ ボ イス ・ ア サイ ン ) は 、CC#32 で 設定 され て いる デバ イス か ら 空 いて いる チャ ン ネ ル を ノー ト ・ オ ン 
毎 に 割り 当て ます が 、 こ の パラ メー タ を 設定 する こと に よっ て 、MIDI チャ ン ネ ル と 音源 チッ プ の 物理 チャ ン ネ ル を 1:1 
で 括り 付け る こと が で きま す 。 
この パラ メー タ を 設定 し た MIDI チャ ン ネ ル は 自動 的 に モノ ・ モ ー ド に な り ま す 。 
CC#32/CC#126/CC#127 を 受信 する と 自動 的 に 解除 され 、 ダ イナ ミッ ク ・ ボ イス ・ ア サイ ン に 戻り ます 。 
フォ ー マ ッ ト (hex): 
Bx 63 20 
Bx 62 01 
Bx 06 nn 
x: 0 て 15 MIDI 受信 チャ ン ネ ル 
nn: 0 て 126 音源 チッ プ の ch( デ バイ ス 依 存 ) 、 127 で 解除 
※ nn の 値 は 、 接 続 さ れ て いる 同一 音源 チッ プ 数 x その 音源 の 物理 チャ ン ネ ル 数 が 上 限 に な り ま す 。 
※ 複数 の MIDI チャ ン ネ ル で 同じ チッ プ の 同じ チャ ン ネ ル を 割り 当て た 場合 の 動作 は 不定 で す 。 


3.4.6 48701: ダ イレ クト ・ レ ジス タ ・ ア ドレ ス 
デー タ エ ン トリ ーLSB/MSB で 、 直 接 レ ジス タ ア クセ ス を する レジ スタ アド レス を 指定 し ます 。 
デー タ エ ン トリ ー は 必ず LSB/MSB の 順 で 設定 し て くだ さい 。 デー タ エ ン トリ ーMSB(CC#6) を 受信 し た 時 点 で 反映 さ 
れ ま す 。 
フォ ー マ ッ ト (hex): 
Bx 63 30 
Bx 62 01 
Bx 26 mm 
Bx 06 nn 
x: 0 て 15 MIDI 受信 チャ ン ネ ル 
mm: 0 て 127 レジ スタ アド レス (上 位 7bit) 
nn: 0 て 127 レジ スタ アド レス (下位 7bit) 


3.4.7 48/02: ダ イレ クト ・ レ ジス タ ・ デ ー タ 
デー タ エ ン トリ ーLSB/MSB で 、 直接 レジ スタ に 書き 込む デー タ を 指定 し ます 。 
デー タ エ ン トリ ー は 必ず LSB/MSB の 順 で 設定 し て くだ さい 。 デー タ エ ン トリ ーMSB(CC#6) を 受信 し た 時 点 で 反映 さ 
れ ま す 。 
フォ ー マ ッ ト (hex): 
Bx 63 30 
Bx 62 02 
Bx 26 mm 
Bx 06 nn 
x: 0 て 15 MIDI 受信 チャ ン ネ ル 
mm: 0 て 127 レジ スタ デー タ ( 上 位 7bit) 
nn: 0 て 127 レジ スタ デー タ ( 下 位 7bit) 
※ ダイ レク ト ・ レ ジス タ ・ ア クセ ス で は 、FITOM の 通常 動作 と は 無関係 に 音源 チッ プ の レジ スタ に デー タ を 書き 込み ま 
す 。 書き 込み 内 容 に よっ て は 、 す ぐに 上 書き され て 無効 に な っ た り 通 常 動作 に 影響 を 及ぼ す 可 能 性 が あり ます 。 


3.5 チ ャ ン ネ ルモード メッ セー ジ 


3.5.1 CC#120: オ ー ル ・ サ ウン ド ・ オ フ 
MIDI チャ ン ネ ル で 発音 中 の 音声 を 停止 し ます 。 
フォ ー マ ッ ト (hex): Bx 78 00 
x: 0 て 15 MIDI 受信 チャ ン ネ ル 
※ 内 部 動作 は CC#123 オー ル ・ ノ ー ト ・ オ フ と 同じ で す 。 


3.5.2 CC#123: オ ー ル ・ ノ ー ト ・ オ フ 
MIDI チャ ン ネ ル で 発音 中 の 音声 を 停止 し ます 。 
フォ ー マ ッ ト (hex): Bx 7B 00 
x: 0 て 15 MIDI 受信 チャ ン ネ ル 
※ リズ ム ・ チ ャ ン ネ ル に は 作用 し ませ ん 。 


3.5.3 CC#124/CC#125: オ ム ニ ・ オ フン オン 
FITOM は 、 オ ム ニ ・ オ フ の み サ ポー ト し ます 。 
オム ニ ・ オ ン を 受信 し て も モー ド は 変わ り ま せん が 、 オ ー ル ・ ノ ー ト ・ オ フ を 実行 し ます 。 

フォ ー マ ッ ト (hex): Bx 7C 00 
x: 0 て 15 MIDI 受信 チャ ン ネ ル 


3.5.4 CC#121: リ セッ ト ・ オ ー ル ・ コ ント ロー ラー 
MIDI チャ ン ネ ル の コン トロ ー ル ・ パ ラメ ー タ を すべ て 初期 値 に し ます 。 
た だ し 、 バ ンク セレ クト LSB だ け は 維持 され ます 。 
初期 化 さ れる パラ メー タ お よび 初期 値 の 一 覧 は 以下 の 通り で す 。 
表 3-2 コン トロ ー ラ ー 初 期 値 
COC# | 名 称 


0" と 2 レク Lee |  p 
| 1| モジ ュ レ ーション ・ デ プス ーー 0 
イター な っ 
| トラ ッ ク ボ リュ ー ム ーー 100 
区 
ae 
区 1P ニッ 
- 還 kohafo 
ーー タ ンド 
ae 
CFD 
ー ak シー os 

ビッ チ ・ ホ イー ル ・ チ ェ ン ジ 8192 
ーー ピッ チ ・ ベ ンド ・ レ ンジ 間 較 光 
ー シレ アラ ュ ー ン ae 














フォ ー マ ッ ト (hex): Bx 79 00 
x: 0 て 15 MIDI 受信 チャ ン ネ ル 


3.5.5 CC#126: モ ノ ・ モ ー ド <FITOM 独自 拡張 > 
MIDI チャ ン ネ ル 内 の 最大 同時 発音 数 を 設定 し ます 。 
フォ ー マ ッ ト (hex): Bx 7E nn 
x: 0 て 15 MIDI 受信 チャ ン ネ ル 
nn: 発 音 数 
※ リズ ム ・ チ ャ ン ネ ル に は 作用 し ませ ん 。 
nn<=1 の と き 、 モノ ・ モ ー ド に な り ま す 。 
※ nn>1 の と き 、 同時 発音 数 を nn と する ポリ ・ モ ー ド に な り ま す 。 nn は 音源 チッ プ の 上 限 を 超え て 設定 する こと は で き 
ませ ん 。 


3.5.6 CC#127: ポ リ ・ モ ー ド 
MIDI チャ ン ネ ル を ボリ ・ モ ー ド に し ます 。 
フォ ー マ ッ ト (hex): Bx 7E 00 
x: 0 て 15 MIDI 受信 チャ ン ネ ル 
※ リズ ム ・ チ ャ ン ネ ル に は 作用 し ませ ん 。 
※ 同時 発音 数 は 、 音 源 チ ッ プ の 上 限 と な り ま す 。 


4. 資 


4.1MIDI イン プリ メン テー ショ ンチ ャ ー ト 


表 4-1MIDI イン プリ メン テン ショ ンチ ャ ー ト 
は cd 有人 人 


各 入 力 ポ ボー 


人 ー ジ ッ ク 


チャ ン ネ ル 


バン クセ レク ト (MSB/LSB) 
モジ ュ レ ーション 

ブッ トゥ ヨン ドロ ー ラ デー 
ポル タメ ント タイ ム 
デー タ エ ン トリ ー 
チャ ン ネ ル ・ ボ リュ ー ム 
バン 

エク スプ レッ ショ ン 

ダン パー ペダ ル 

ポル タメ ント (ON/OFF) 
ソス テ ヌ ー ト ペダ ル 
ソフ トペ ダル 

レガ ー ト ・ フ ッ ト ス イッ チ 


フォ ー ス ・ ダ ンプ 

ポル タメ ント ・ ソ ー ス ・ ノ ー ト 

音色 デー タコ ント ロー ル 
98, 99 RPN(MSB/LSB) 


100, 101 NRPN(MSB/LSB) 


: ソ ング ・ ボ ポジ ショ ン 


: ソ ング ・ セ レク ト 





・ チ ュー ン 


: クロ ッ ク ※ ※ 
リア ル タ イ ム 

: コマンド ※ ※ 

: オ ー ル ・ サ ウン ド ・ オ フ 

: リ セッ ト ・ オ ー ル ・ 

コン トロ ー ラ ー 

: ローカル ON/OFF 

: オ ー ル ・ ノ ー ト ・ オ フ 

: アク ティ ブ ・ セ ン シ ン グ 

: ン ステ ム ・ リ セッ ト 


*] 今後 実装 予定 


*2 独自 拡張 機能 


モー ド 1 ニ オム ニ ・ オ ン 、 ボ ポリ モー ド 2 ニ オム ニ ・ オ ン 、 モノ 
モー ド 3 ニ オム ニ ・ オ フ 、 ボ ポリ モー ド 4 ニ オム ニ ・ オ フ 、 モノ 





4.2 コ ン フ ィ グ ファ イル の 書き 方 


FITOM は 起動 時 に 同じ ディ レク トリ に ある FITOM.ini に 書か れ て いる 内 容 に 従っ て コン フィ ギュ レー ショ ン さ れ ま す 。 
通常 は FITOMcfg.exe を 使用 し て コン フィ グ を 作成 する た め 、 ユ ー ザ ー が 直接 FITOM.ini を 編集 する 必要 は あり ませ 
ん 。FITOMcfg.exe で 設定 で き な い マニ アッ ク な パラ メー タ の 設定 や 、 不 具合 の 回 避 の 際 の 参考 と し て くだ さい 、。 
例え ば 、OPLL 系 チッ プ で 内 蔵 リ ズム 音 を 使用 する 場合 や 、SCCI が 対応 し て いな い 音 源 を 使用 する 場合 は FITOM.ini 
の 直接 編集 が 必要 で す 。 


FITOM.ini に は 以下 の セク ショ ン が あり ます 。 
@ [MIDI] セ クシ ョ ン 
バイ ンド する MIDI 入力 イン ター フェ ー ス の 設定 を し ます 。 
@ [Device] セ クシ ョ ン 
使用 する FM 音源 チッ プ ( モ ジュ ー ル ) の 設定 を し ます 。 
@ [Channell セ クシ ョ ン 
MIDI ch ご と に どの FM 音源 チッ プ を 割り 当て る か を 設定 し ます 。 
(FM 音源 チッ プ の 割り 当て は MIDI メッ セー ジ の バン クセ レク ト LSB に よっ て 変更 され ます の で 、 こ こ で 設定 され る 
の は デフ ォ オル ト 値 で す 。 ) 
@ [ADPCM] セ クン ション 
ADPCM デバ イス と 、 そこ に 割り 当て る PCM デー タ を 設定 し ます 。 
@ 音色 バン クセ クシ ョ ン ([OPM][OPNA][OPL2][OPL3][OPLL]IPSG]) 
音源 グル ー プ ご と に 、 MIDI メッ セー ジ の バン クセ レク ト MSB お よび プロ グラ ム ・ チ ェ ン ジ に 対応 する 音色 デー タフ 
アァ イル を 設定 し ます 。 
@ ドラ ム マ ッ プ セク ショ ン ([DRUM]) 
リズ ム ・ チ ャ ン ネ ル で 使用 され る ドラ ム セ ッ ト 定 義 フ ァイル を 設定 し ます 。 


4.2.1 [MIDI] セ クシ ョ ン の 書き 方 
テキ スト で 以下 の よう に MIDI イン ター フェ ー ス の 情報 を 書き ます 。 
AM7/D//M<x>=< プ イン ター フェ ー ス 名 > 

<x>:MIDI イン ター フェ ー ス を 特定 する 番号 (1-4) 

< プン ター フェ ー ス 名 >: デバ イス マネ ー ジ ャ が 識別 する デバ イス 名 
MIDI IF は 最大 4 つま で 指定 で きま す 。 


設定 例 
[MTDT 
MEDL TNGOKEY=25 
MTDTTN2= テ LoopBe Tnterna1 MTDT 
MTDTTN3= テ Tn From MTIDT Yoke: 1 
MTDTTN4=1oOopMTDT POr キ 1 


4.2.2 [Device] セ クシ ョ ン の 書き 方 
テキ スト で 以下 の よう に 設定 する デバ イス の 数 を 書き ます 。 
coOu7 に < デバ イス 設定 数 > 


続け て 、 テ キス ト で 以下 の よう に FM 音源 チッ プ の 情報 を 書き ます 。 (必ず count で 指定 し た 数 以上 の デバ イス 設定 を し 
て くだ さい ) 
eVce<x>=< デ ノバ イズ 設定 文字 多 >, < アン ター フェ ー ズ 設定 文字 多 > 
<x>: デ バイ ス を 特定 する 番号 (0-63) 


< デバ イス 設定 文字 列 > の 内 容 : 
< デバ イス 名 >:< 動 仁 モ ー ド > 
デバ ブイ スズ ス 名 : 音 源 チ ッ プ を 表す キー ワー ド 
動 人 大 モ ーー だ: 音源 チッ プ の 動作 モー ド 。 


指定 で きる デバ イス 名 と 、 動作 モー ド の 組み 合わ せ は 以下 の と お り で す 。 
表 4-2 音源 デバ イス 名 
対応 音源 動作 モー ド 
YM2608 0 固定 
YMF288 
YM2610 
YM2610B 
YMF286K 


YM2203 
YMF264 
YM2612 
YM3438 
YMF276 


YM3526 0= メ ロディ 9ch 
Y8950(YM3801) | メロ ディ 6eh+ー リ ズム -5 共 
YM3812 4= メ ロディ 7eh ユー リズ - ム 4 音 
YM2413 0= メ ロディ 9ch 
YMF281 1= メ ロディ 6ch+ リズ ム 5 音 


YM2423B-X 
YM2420 


YM2151 0 固定 
YM2164 
YM2424 














| OPL3 





| YMF262 _0=4op 6ch + 2op 6ch 

















oo 
oo ンド 
3 ニ =2op 18ch 
に 
2ep-16eh キ ーー リ ズム 菩 | 
SSG  YM2149 0 固定 
SSGL  YMZ284 
SSGLP YMZ294 
PSG | AY-3-89xx 
EPSG | AYa930/P 
_SSGS | YMZ705 
※ 同一 の 音源 チッ プ キ ー ワ ー ド が 複数 指定 され た 場合 、 内 部 的 に 結合 し て 1 つの デバ イス と し て 認識 し ます 。 (ch 


数 は 増え ます ) 

OPL3・ モ ー ド 0 を 指定 する と 、 内 部 的 に OPL3(4op)6ch と OPL3(2op)6ch の 2 つの デバ イス と し て 認識 し ま 
す 。 

OPN/OPNA/OPNB/OPN3 を 指定 する と 、 内 部 的 に SSG も 追加 され ます 。 

音源 チッ プ は 全部 で 64 個 ま で 指定 で きま す 。 (自動 的 に 認識 され る 分 も 含む ) 

OPL 系 の リズ ム 音 モー ド は 対応 を 廃止 し ます 。 リ ズム 音 モ ー ド に 該当 する 数 値 は 設定 し な いで 下さ い 。 

現状 、FITOMcfg.exe で は 各 音 源 の 動作 モー ド を 設定 で きま せん 。 


< イン ター フェ ー ス 設定 文字 列 > の 内 容 : 
< プン タダ ターフ ェ ー ス 名 >:< プ ンタ ダー フェ ー ズ ス / り >:< ス ロット / り > 


プン ダー フェ ー ス 名: 現状 、"SCCI の み 有 効 
プン ター フェ ー ス / :SCCI が 認識 し て いる イン ター フェ ー ス の ID(10 進 ) 
スワ ロッ トム / り :SCCI が 認識 し て いる スロ ッ ト の ID(10 進 ) 


※ イン ター フェ ー ス ID、 ス ロッ ト ID 部 分 を "AUTO" と 指定 する と 、SCCI が 認識 し て いる 音源 チッ プ の 中 か ら デ バ 
イス 設定 に 合う チッ プ を 自動 的 に 選択 し ます 。 見 つか ら な か っ た 場合 は その デバ イス は 使用 で きま せん 。 

※ イン ター フェ ー ス ID、 ス ロッ ト ID を 指定 し た 場合 、 デ バイ ス 設 定 と SCClconfig の 設定 が 一 致し て いな い 場 合 
で も デバ イス 設定 文字 列 の 音源 チッ プ と し て 認識 し ます 。 (SCCI 未 対応 音源 を 使用 する 場合 は この 書式 を 
使用 し ます ) 

※ AUTO 指定 と イン ター フェ ー ス ID/ ス ロッ ト ID 指定 の 混在 も で きま す が 、 推 奨 し ませ ん 。 

設定 例 
[| DeV1Ce ] 
ON 人 E 三 う 


deV1Ce0=OPNA:0:0,SCCT:0・:0O 
deV1Ce1=OPBTLTL・0・2, SCCT 』:0:1 
deV1Ce2 ク = テ OPBTLTLX・2・2 SCCT :0 2 


4.2.3 [Channel] セ クシ ョ ン の 書き 方 
デフ ォ ル ト 状 態 で の 、MIDI ch と FM 音源 チッ プ の 対応 を 指定 し ます 。 
c カ <A7/ り / c カ > ニ = ニ < デ バイ スズ ス 覆 和 >, < 瞬 大 半 啓 数 > 
7/// c 万 : 1 て 64 
デバ イス 導 別 :FM 音源 チッ プ を 表す キー ワー ド 
大 大 奈 間 数 : そ の MIDI ch に 割り 当て る 最大 発音 数 


MIDI ch は 、[MIDI] セ クシ ョ ン で 指定 し た MIDI IF に 順番 に 割り 当て られ ます 。 1<16 が [MIDI] セ クシ ョ ン で 最初 に 指定 

し た IF、 17<32 が 2 番目 、…49 て 64 が 4 番目 と な り ま す 。 

デバ イス 種別 は [Device] セ クシ ョ ン に 指定 し た キー ワー ド を 指定 し ます 。 た だ し 、OPL3(2op) は “OPL3_2" と し て 指定 し ま 

す 。(OPL3 を 指定 する と OPL3(4op) が 適用 され ます ) 

デバ イス 種別 に 、“RHYTHM" を 指定 する と 、 そ の MIDI ch は リズ ムチ ャ ネル と し て 動作 し ます 。 リズ ムチ ャ ネル で は 最大 

音 数 の 指定 は 意味 を 持ち ませ ん (省略 可能 で す ) 。 

※ 複数 の MIDI ch に 同じ 音源 チッ プ を 指定 し た 場合 、 そ の 音源 チッ プ の ハー ドウ ェ ア 的 な 最大 発音 数 を 指定 し た 
MIDI ch で 共有 し ます 。 個々 の MIDI ch に 指定 し た 発音 数 の 合計 が ハー ドウ ェ ア 上 限 を 超え て いて も 構い ませ 
ん 。 (その 場合 、 ハ ー ド ウェ ア 上 限 を 超え て 発音 し よう と すれ ば 音 切 れ が 発生 し ます 。) 


4.2.4 [ADPCM] セ クシ ョ ン の 書き 方 
テキ スト で 以下 の よう に 設定 する デバ イス の 数 を 書き ます 。 
cou7 ニ < デ ノ ババ プス 設定 数 > 


続け て 、 テ キス ト で 以下 の よう に ADPCM デバ イス の 情報 を 書き ます 。 (必ず count で 指定 し た 数 以上 の デバ イス 設定 
を し て くだ さい ) 
OeVce<x>=ADPC ル 7:< デ バ パプ スズ 名 > < インターフェース 設定 文字 釣 >, <4DPC ル 7 デー タフ ァ ア イプ ルル 名 > 
<x>: デ バイ ス を 特定 する 番号 (0-63) 
デバ ブイ ズ スズ 名 : 表 4-2 音源 デバ イス 名 の デバ イス 名 定義 を 参照 
プン ター フェ ー ズ スズ 設定 文字 到 : 4.2.2 の イン ター フェ ー ス 設定 文字 列 の 定義 を 参照 
ApPC/ デー タフ ァ ア プル ん 名: デー タフ ァイル の パス 名 


※ 現在 の バー ジョ ン で は 、 デ バイ ス 名 は OPNA、OPNB、2610B、F286、Y8950 に 対応 し て いま す 。 


設定 例 
| ADPCM | 
COun モ 1 


deGV1CG0=ADPCM:OPNA, SCCT :0:0, .\VOTCE\ADPCM\pss-680 .bnk 


4.2.5 音色 バン クセ クシ ョ ン の 書き 方 
音源 チッ プ の グル ー プ ご と に 音色 デー タフ ァイル を 指定 し ます 。 
に 族 ク グループ 名 >/ 
gnK<ga/ /MO.>=< 啓 色 デ ー タ ファ アプ / ル 名 > 
族 源 グ ルー プ 老 : 音 源 グ ルー プ を 表す キー ワー ド 
a7 ル Mo.: 音 色 バ ンク 番号 0-7 
調 名 デー タフ ァ ア プル 名 : データ ファ イル の パス 名 


音源 グル ー プ 名 と 対応 する 音源 チッ プ は 以下 の よう に 対応 し ます 。 
表 4-3 音源 グル ー プ 名 
lmw lomwom  )、)、《〈《〈 {〈〔t〔{〔} 





※ 「 対 応 音源 」 欄 の 音源 チッ プ で 音色 デー タ を 共有 し ます 。 

※ OPM と OPNA、OPL2 と OPLL の デー タフ ァイル は 相互 に 互換 性 が あり ます 。 

※ OPL3 に は OPL2 の デー タフ ァイル を 指定 で きま す 。 逆 は で きま せん 。 

※※ Bank No. は 歯 抜 け で 指定 し て も 構い ませ ん が 、Bank0 は 必ず 設定 し て くだ さい 。 

※ [Device] セ クシ ョ ン で 設定 し た 音源 チッ プ が 含ま れる 音源 グル ー プ は 必ず 設定 し て くだ さい 。 
※ ファ イル 名 は 相対 パス ・ 絶 対 パ ス い ずれ の 指定 も 可能 で す 。 

設定 例 


| OPM] 

bankK0= .\VO1CG\OPM\tb01pre1 .bnk 
Dank1 = .\ ま VO1CG\OPM\tbD01pre2 .bnk 
Dank2= テ .\ ま VO1CG\OPM\Qdx21a11 .bnk 
DanK3= .\VO1CG\OPM\Qdx27pre1 .bnk 
DanKkK4= .\ ま VO1CG\OPM\Qdx27pre2 .bnk 
DankK5= .\VO1CG\OPM\Opmx66k.bnk 


4.2.6 ドラ ム マ ッ プ セク ショ ン の 書き 方 
音源 チッ プ の グル ー プ ご と に 音色 デー タフ ァイル を 指定 し ます 。 
/DRUA/ 
p7Og<//og Wo.>=< 族 包 デー タフ ァ イ アル 名 > 
Prog Mo. : ド ラム マッ プ 番 号 0-127 
族 包 デー タフ ァイル 名 : デー タフ ァイル の パス 名 


設定 例 
| DRUM] 
Prodg1=.\votce\DRUM\OPL2SET .CSV 
Prodg2=.\voice\DRUM\OPLSET .CSV 
DEOGS 学 VOLGG\ ま DRUUIMOMNDSMMN CSV 
PrOJ4 ニ .\VO1CG\ ぎ DRUM\OPTLTNT .CSV 
pFrOd5 テ .\VO1CG ぎ DRUM\OPKTNT .CSV 


PrOJ6= .\VO1CG\DRUM\OPNASET .CSV 


4.2.7 ライ ン 入 力 セ クシ ョ ン の 書き 方 
マス ター ボリ ュー ム と し て 使用 する ライ ン 入 力 デ バイ ス を 指定 し ます 。 
//ME/M/ 


eVCe= ニ < リリ / リ > 
GU// り : ライ ン 入 力 デ バイ ス の GUID 


※ GUID は レジ スト リエ ディ タ 等 で 調べ る 事 も 可能 で す が 、 基 本 的 に 人 間 が 読ん で わか る 文字 列 で は な い の で 
直接 編集 は お 勧め し ませ ん 。 


設定 例 
[LINETN] 


dQGV1CG=10.0.1.000000001.{fe7294ed5-66e7-46ed-98a7-da5e02d0a3bc1 


3 音色 デー タフ ァイル フォ ー マ ッ ト 


4.3.1 内 部 音色 デー タレ イア ウト 


CC#89-90 に よっ て 音色 パラ メー タ を 制御 する 場合 、 音源 チッ プ の レジ スタ イメ ー ジ で は な く 、FITOM 内 部 で 各 チ ッ プ 共 


通化 し て いる 内 部 音色 デー タフ ォ ー マ ッ ト に 対し て 数 値 PP 
これ に よっ て 、 タ ー ゲ ッ ト 音 源 チ ッ プ が 違っ て も お お むね 共通 の 制御 で 音色 デー タ の 操作 が で きま す 。 

1 音色 に つき 128 バイ ト で 、 各 パラ メー タ は 最大 7bit 幅 LSB 時 bit7 は 必ず 0 と な り ま す 。 
※ 将 来 の バー ショ ン で 変更 する 可能 性 有り 


Header 部 は 内 部 処理 に 使用 する 領域 で す の で 、CC#89-90 に よる 変更 は し な いで くだ さい 、。 


音源 チッ プ ご と に パラ メー タ の 男 囲 や 解釈 が 変わ る も も の が あり ます 。 詳し く は 別冊 「FITOM 音色 設定 ガイ ド 」 を 参照 し て く 


だ さい 。 


表 4-4 8 清 貫 紹 
アド レス 


Header 





20 


FB cooooz lew ※ 範 囲 は 音源 チッ プ に 依存 し ます 
0-127 ※ 範 囲 は 音源 チッ プ に 依存 し ます 


rodepe の 
Frogey 0 証 5 証 の 
rowe leoww lee 


Total level 0-127 





24 


-8192 ン 8191 と し て 解釈 する 





Common 


22 
23 
25 
26 
27 


28 
29 
30 


32 


(M1) 


MSB/LSB あわ せ て 14bit と し 、 符号 拡張 し て 


39 | SSG-EG SSGーEG 0-127 


41 | KSL Level key scale 0-3 

42 | KSR Rate key scale 0-3 

43 | WS Wave select 

44 | AM AM enable 0-1 

45 | VIB Vibrato enable/FIX enable | 0-1 OPZ で は Oscillator Fix と し て 機能 する 。 
46 | SLFOfreq | ソフ トウ ェ ア LFO 周期 0-14 

47 | SLFOwave | ソフ トウ ェ ア LFO 波形 0-7 


48 | SLFOdep ソフ トウ ェ ア LFO depth 0-127 


49 | SLFOdel ソフ トウ ェ ア LFO delay 0-127 


50 | SLFOrate ソフ トウ ェ ア LFO rate 0-127 


5| | NOM MSB | Noise OR Mask MSB 0-15 EPSG で は NOM 


Multiple level / Noise Select 


52 | MUL 0-15 
DT1 / Detune 1 / 
0-127 / 0-15 EPSG で は NAM 
NAM MSB Noise AND Mask MSB 
DT2 / Detune 2 / 
0-3 / 0-15 EPSG で は NAM 


NAM LSB Noise AND Mask LSB 





OPZ で は DT3 


DT3 / 


〇 1 


Noise OR Mask LSB 0-15 


〇 1 





NOM LSB EPSG で は NOM 


6-79 同上 


80-103 同上 


OPL/OPL2/OPLL/SSG で は 0 で 埋め る 。 


104-127 同上 





4.3.2 音色 バン ク 定 義 フ ァイル 
FITOM.ini の 音色 バン クセ クシ ョ ン で 指定 する バン ク 定 義 フ ァイル (.bnk) の フォ ー マ ッ ト で す 。 
基本 的 な フォ ー マ ッ ト は Windows の .ini ファ イル に 似 て いて 、 以下 の セク ショ ン と セク ショ ン 内 の パラ メー タ で 構成 され ま 
す 。 
@ [Header] セ クシ ョ ン 
バン ク 名 、 対象 音源 を パラ メー タ と し て 持っ て いま す 。 
@ [Prog<x>] セ クシ ョ ン (x=0<127) 
音色 定義 の 実体 で す 。 対象 音源 ご と に パラ メー タ が 違い ます 。 


[Headerl セ クシ ンション の パラ メー タ 
7 ル ype=< 計 家族 湖 グルー ブ 名 > 
akMa77e= ニ < バン ク 名 > 


[Prog<x>] セ クシ ョ ン の パラ メー タ 

AFB=< ハ パラ メー タタ /> 

OP<y>=< ノ パラ メー タ 丈 > 

/ 上 O< ル >= ニ < ノバ パラ メー タタ /> 

AD り D<y>= ニ < パラ メー タタ > 
音源 グル ー プ ご と に パラ メー タ 列 の 意味 が 異な り ま す 。 それ ぞ れ の パラ メー タ の 意味 は 2.4.6Text Voice Editor 画面 を 
参考 に し て 下さ い 。 


4.3.3 ADPCM 定義 ファ イル 
FITOM.ini の ADPCM デバ イス セク ショ ン で 指定 する ADPCM デー タ 定 義 フ ァイル (*.bnk) の フォ ー マ ッ ト で す 。 
基本 的 な フォ ー マ ッ ト は Windows の .ini ファ イル に 似 て いて 、 以下 の セク ショ ン と セク ンション 内 の パラ メー タ で 構成 され ま 
す 。 
@ [Header] セ クシ ョ ン 
バン ク 名 、 対象 音源 を パラ メー タ と し て 持っ て いま す 。 
@ [Bank] セ クション 
音色 定義 の 実体 で す 。 


[Headerl セ クン ショ ン の パラ メー タ 
7ype=< 計 家 族 着 クノ ルー プ 名 > 
pg7/Va77e=< バ ンク 名 > 
[Bank] セ クシ ョ ン の パラ メー タ 
Pyog< 芦 色 落 >=<wgv ファ イル 名 >, < レーム モー が /> 
音色 番号 は 必ず ゼロ か ら 連 番 で 振っ て 下さ い 。 欠番 が ある と 予期 せ ぬ 動作 を する か も 知れ ませ ん 。 
wav ファ イル は 16bit モノ ラル ・ リ ニア PCM で 録音 し た も の を 指定 し て 下さ い 。 
レー トモ ー ド に 「0」 を 設定 する と 16kHz、「1」 を 設定 する と 32kHz に リサ ンプ リン グ し ます 。 これ 以外 の 数 値 は 設定 し な し 
で 下さ い 。 
ADPCM の 音階 は 、 元 の wav ファ イル の 音程 を A3( ノ ー ト No.57) と し て 、 平 均 律 で 音階 を つけ ます 。 


4.3.4 ドラ ム マ ッ プ 定義 ファ イル 
FITOM.ini の DRUM バン クセ クシ ョ ン で 指定 する ドラ ム マ ッ プ 定義 ファ イル (*.bnk) の フォ ー マ ッ ト で す 。 
基本 的 な フォ ー マ ッ ト は Windows の .ini ファ イル に 似 て いて 、 以下 の セク ショ ン と セク ショ ン 内 の パラ メー タ で 構成 され ま 
す 。 
@ [Header] セ クシ ョ ン 
バン ク 名 、 対象 音源 を パラ メー タ と し て 持っ て いま す 。 
@ [Bank] セ クン ショ ン 
ドラ ム マ ッ プ 定義 の 実体 で す 。 


[Headerl セ クシ ンション の パラ メー タ 
7ype= 尺 Y7 如 人 
pg7/Va77e=< バ ンク 名 > 
[Bank] セ クシ ョ ン の パラ メー タ 
Wo7e< ル 7/D/ ノー トム Mo.>= < ノー 人 名 >, < デバ プス 名 >, <PBa7 Mo.>, <P/og.C カ 9.>, <Mo7e Mo.>, <Pg カ >, 


く g7@6 7//776> 
パラ メー タ の 詳細 を 以下 に 示し ます 。 


表 4.5 ドラ ム マ ッ プ 定義 パラ メー タ 
パラ メー タ 還 囲 意味 


MIDI ノー ト No. 0 て 127 受信 する ノー ト No. を 指定 


"(カン マ ) "以外 の 任意 の 文字 列 ” ノー ト No. に 対応 する 名 前 


デバ イス 名 DEVICE.CFG で 設定 し た 名 前 ノー ト No. に 対応 する デバ イス 名 。 ADPCM の 場合 
生生 は "ADPCM" を 指定 
Bank No. 0 て 7 また は 255 発音 する 音色 が 定義 され て いる Bank.No. お よび 
ii 間 還 Prog.Chg。 OPLL/OPNA の 内 蔵 リ ズム 音 を 指定 する 場 
合 は Bank=255, Prog=255 を 指定 。 
INS0205 ADPCM デバ イス を 指定 する 場合 、Bank= デ バイ ス 番 号 
| を 指定 。 


発音 する リズ ム 音 の 定位 。 
中 央 =0、 マ イナ ス が 左 、 ブ ラス が 右 。 


Gate Time 0<65535 ノー ト ・ オ ン し て か ら 、 目 動 的 に ノー ト ・ オ フ す る まで の 時 
間 を 10ms 単位 で 指定 


(MIDI ノー ト 指 定 )0 ン 127, 発音 する 実際 の ノー ト No. 

0 て 127:-6192 て 8191 :( コ ロン ) の 後に 100/64 セン ト 単位 の チュ ー ニ ング 指定 
が で きる 。 (省略 可 。 省略 し た 場合 は 0) 

(内 蔵 リ ズム 音 指定 )#0 て #127 内 蔵 リ ズム 音 に 対応 する 番号 ( 表 4-6 内 蔵 リ ズム 音 の ノ 
ー ト No. 参 照 ) 

#n:xxxx n=0 て 5, xxxx=0 て 77FF _OPLL 系 内 蔵 リ ズム 音 の F-number 指定 ( 図 4-1 内 蔵 
リズ ム 音 の F-number 指定 ) 





内 蔵 リ ズム 音 の ノー ト No は 以下 の よう に 対応 し ます 。 OPK/OPK2 で は 、#8 て #16 を 指定 する こと で 、#0 て #7 の 再生 周 
波数 を 半分 に し た ノー ト に 対応 し ます 。OPK の #6,7 は どちら も 同じ 逆 再 生音 が 鳴り ます 。 ゲー ト タ イ ム を 適切 に 設定 する 
こと で リバ ー ス シン バル と し て 使用 で きま す 。 


表 4-6 内 蔵 リ ズム 音 の ノー ト No. 
Note No. | OPNA Ei OPLL _OPK/OPK2 | DSG 


| BmDmm | CH 。 Bm Beeepon 
| ae leowed lswspem |mreoww 
| 徹 |Teoe | Tenra oewhrter wpem 


| 間 TemTem map Tanrew | oemrtee 
、 細 mmsee IWA maomw MA 


※ OPLL の 内 蔵 リ ズム 音 で は 、Note No. の 後に ":( コ ロン ) "で 区 切っ て F-number を 指定 し ます 。 
Block(3bit) と F-number(11bit) を 下図 の よう に 組み 合わ せ た 4 桁 の 16 進数 で 指定 し て くだ さい 。 


15 |14 |13 |12 |11 |0 19 |8 |7 le 15 14 138 |2 11 |0 
|- | Block 07 |- | FLnumber 0-7FF(OPL/OPLL で も 常に 左 詰 11bit で 指定 する ) 


図 4-1 内 蔵 リ ズム 音 の F-number 指定 








臣 征 伯 : 


[| Header | 
Type=RHYTHM 


Barn kName=O 〇 OPT Tnmterna Se 


[ Bank] 

Note35=Acoust1o Bass Drum, OPTLT, 255,255,#4:2480,.0,20 
Note36=Bass Drum 1,OPLL,255,255,#4:2400,0,20 
Note37=S1qde Stiok, OBTLT, 255,255,#3:2740,0,20 
Note38=Acoustic Snare,OPILT, 255,255,#3:2440,0,20 
Note40=E1ectric Snare, OPTLT, 255,255,#3:2540,0,20 
Note41=Tow Floor Tom, OPT , 255,255,#4:2500,.0,20 
Note42=Cl1osed Hi Hat, OPTIL,255,255,#0:2540,0,20 
Note43=High Floor Tom,OPLL, 255,255,#4:2580,0,20 
Note44=Peda] Hi-Hat,OPLL, 255,255,#1:0700,0,20 


Note45=Low Tom,OPLL, 255,255,#4:2600,0,20 


Note46=Open Hi-Hat ,OPLT, 255,255,#1:0700,0,20 


Note47=Liow-M1Qd Tom,OPBLL,255,255,#4:2680,0,20 





4.4 ブ プリ セッ ト 音 色 一 覧 


配布 パッ ケー ジ に 含ま れる 音源 チッ プ ご と の プリ セッ ト 音 色 バ ンク の 一 覧 で す 。 
Description 欄 に 元 ネ タ が 書い て ある 音色 は FITOM 用 に 変換 し た も の で 、 元 ネタ と 全く 同じ 音 が 鳴る と は 限り ませ ん 。 
バン ク に 含ま れる 音色 の 詳細 は 、.bnk ファ イル の 中 を 直接 参照 し て 下さ い 。 


表 4-7 OPM 系 の プリ セッ トバ ンク 一 覧 
No. Bank Name 音色 数 "Description 


0 FB-01 Preset 1 FB-01 の プリ セッ ト No.1 ン 120 
FB-01 Preset 2 FB-01 の プリ セッ ト No.120 一 240 
DX21 Preset DX21 の プリ セッ ト 


lpepeeei | wpezozeytWem 
lpeewz | wipwozvewtwewcee 
| 5| opmdrvxPreset | 68| opmdrvx(X68000 の 標準 OPM ドラ イ バ ) の プリ セッ ト 

slpezpeee wpezozvet 


表 4-8 OPN 系 の プリ セッ トバ ンク 一 覧 
No. Bank Name 音色 数 _ Description 


。 0 ECOPNGM Captas。。。。 729 VECOPNGE 有 Vnes 衣 OMF ラ イ CWCW キビ タレ 
N88-BASIC(86) の プリ セッ ト 


表 4-9 OPL 系 の プリ セッ トバ ンク 一 覧 
No. Bank Name 音色 数 _ Description 


、 0 |WA2GMCmplm 。。 129 MA2GOPOGM キ YE2 ル Nomal 20) 
本 


MSX-AUDIO と サウ ンド オー ケス トラ の プリ セッ ト 、OPLL/OPLLP の 
5 | MSX-Audio/SOS1 
エミ ュ レ ー ト 音色 


表 4-10 OPLL 系 の プリ セッ トバ ンク 一 覧 
No. Bank Name 音色 数 "Description 











| 0| ALSA OPL2 GM Capital ALSA(Linux 用 GM ドラ イ バ ) の 2OP 用 GM キャ ピタ ル 
MSX-Audio/OPLL Preset MSX-AUDIO BASIC の プリ セッ ト 十 OPLL 系 ROM 音 





表 4-11 OPL3 系 の プリ セッ トバ ンク 一 覧 
No. Bank Name 音色 数 | Description 


| 0 | MA-2 GMCapital 4OP MA-2(4OP) の GM キャ ピタ ル (Normal 4OP) 
MA-2 Capita+Basic MA-2 Normal セッ ト +MA-2 Basic セッ ト を デュ アル ボイス 化 
MA-2 Capital+Luminous MA-2 Normal セッ ト +MA-2 Luminous セッ ト を デュ アル ボイス 化 


MA-2 Basic+Luminous MA-2 Basic セッ ト +MA-2 Luminous セッ ト を デュ アル ボイス 化 
MA-2 Micon+Digital MA-2 Micon セッ ト +MA-2 Digital セッ ト を デュ アル ボイス 化 


サウ ンド オー ケス トラ の プリ セッ ト ( 組 み 合 わせ 音色 を デュ アル ボイス 
5 | SOS1 Combined に 


| 6| ALSAOPL3 GM Capital | 128 | ALSA(Linux 用 GM ドラ イ バ ) の 4OP 用 GM キャ ピタ ル 


表 4-12 PSG 系 の プリ セッ トバ ンク 一 覧 
No. Bank Name 音色 数 Description 


0 PSG Bank PSG 基本 音色 (FITOM オリ ジ ナ ル ) 


表 4-13 ADPCM の プリ セッ トバ ンク 一 覧 
No. Bank Name 音色 数 ' Description 
PSS-680、PSR-38 の リズ ム 音 色 セ ッ ト 十 PSR-38 の ティ ン パ ニ と オ 
PSS-680 & PSR-38 49 








ケ ヒ 





表 4-14 ドラ ム セ ッ トバ ンク 一 覧 
No. Bank Name 音色 数 _Description 


OPNA 内 蔵 リ ズム 十 PSS-680 & PSR-38 セッ ト に よる GM ドラ ム マ ッ 
OPNA Internal & ADPCM Set プ 


ーー イ 1 OPNA & OPLL Internal Set OPNA 内 蔵 リ ズム 十 OPLL 系 内 蔵 リズ ム に よる GM ドラ ム マ ッ プ 
OPNA & SSG Internal Set OPNA 内 蔵 リ ズム 十 SSG 音色 セッ ト に よる GM ドラ ム マ ッ プ 


slseepemsw | aolsseWewztcssewfza フ 0 フー 





4.5 未 実装 機能 


以下 の 機能 は 、 今 後 実装 予定 (また は 既に マニ ュ ア ル に 記載 済み ) で す が ま だ 機能 し て いま せん 。 
G.I.M.1.C. 対 応 

ROMEO 対応 

YMF724/740/744/754 対応 (まず 64bit ドラ イ バ を な ん と か し な いと .……) 
OPK/OPK2(YM7116/YM7129) 対 応 @ 

FMS(YMZ735) 対 応 

SSGS(YMZ705) 対 応 


DSG(YM2163) 対 応 

SID(MOS6581) 対 応 

YMZ280B(PCMD8) 対 応 

SAA1099 対応 

SCC 対応 @ 

モノ ラル 音源 を 2 つ 東 ね て ステ レオ 音源 と し て 制御 
OPN/OPM の KSL エミ ュ レ ー ト (や ら な いか も ) 
レイ ト ベ ロ シ テ ィ ス ケー ル ( や ら な いか も ) 

リズ ム ch の オル タネ ー ト 発音 機能 

Mac へ の 移植 (自分 で は や ら な い ) 

Linux へ の 移植 (自分 で は や ら な い ) 
各種 マイ コン へ の 移植 (特定 マイ コン へ の 移植 は 準備 中 ) 
OPM/OPNA の ハー ドウ ェ ア LFO 


4.6 既知 の 不具 合 
対応 する ハー ドウ ェ ア が 多岐 に わた る た め 、 す べ て の 組み 合わ せ で の デバ ッ グ は で き て いま せん 。 
不具 合 や 、 マ ニュ アル の 記載 と 異な る 動作 を 見 つけ た ら 遠 慮 な く ご 報告 くだ さい 。 


BETA010:SCC 対応 は SCC+( ス ナッ チャ ー/SD スナ ッ チ ャ ー の SCC カー トリ ッ ジ ) の み で す 。 SCC 搭載 の メガ ROM 
カー トリ ッ ジ は 設定 は で きま す が な ぜ か 音 が 鳴り ませ ん 。 


5. サポ ー ト 


5.1 連 絡 先 等 


要望 ・ 不 具合 の 報告 は 下記 の Google Site、Google Groub へ お 願い し ます 。 
作者 の SNS で も 受け 付け て いま す 。 
コー ドレ ビュ ー、 技 術 的 アド バイ ス 等 いつ で も 歓迎 し ます 。 


作者 Twitter: @madscient 


Hatena Blog: http:/madscient.hatenablod.jp/ 
Google Site: https:/Sites.doogle.com/site/fitomprojecUhome 
Google Group: https://droups.doogle.com/forum/?h=ja が forum/fitom-support 


5.2 ラ イセ ンス 


FITOM の ソフ トウ ェ ア ー 式 は 、GPL2.0 ライ セン ス の 基 で 利用 ・ 配 布 が で きま す 。 
https:/ ル www.qnu.org/lcenses/old-licenses/gpl-2.0.ja.html 
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